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1 製品見積とは
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製品見積では、従来、Excelで計算・管理していた製品の見積を、製品毎に簡単に見積作成・データ管
理・過去の履歴検索が行えます。

一般見積

CiPSの製品見積のメリットは…

● 製品単位でより詳細に見積りができる
● 誰が見積を作成しても、金額にブレ（ズレ）が無い

※ 一般見積と製品見積の違い

製品一つに対して単価（合計金額）だけで見積りをする。

また、一つの見積りで複数の製品の見積りを作成することができます。

製品見積

一つの製品に対して、材料費・加工費まで詳細に見積りを作成することができます。

製品見積は製品ごとに見積りを作成することができます。
また製品マスタをもとに見積りを作成すため、製品マスタが作成されていなければ見積りを作成するこ
とはできません。

よって、新規で見積りを作成する場合、はじめに製品マスタを作成しなければいけません。

↑ 一般見積

↓ 製品見積
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製品マスタ

製品見積 製品マスタで設定したデータを元に、見積りを作成します。



2 登録方法と編集方法
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① 摘要
検索画面でのキーワードとして使用します。（製品見積りを検索する時に使用）

② CAD/ プログラム工程を除く
CAD/ プログラムの単価を印刷帳票に表示しません。
1.明細単価小数点フォーマット使用…明細単価の小数点の表示/非表示を示します。
2.初期費用を除く…初期費用を印刷帳票に表示しません。

③ 加工費…その製品の工程、単価を表示します。
子品番がある場合は子品番の工程、単価も表示します。

④ 材料費
構成で追加した材料単価をすべて表示します。

⑤ 初期費用
製品マスタで初期費用が登録されている場合に表示されます。

⑥ 掛率
材料費、加工費一つ一つに設定した掛率が加算されます。
材料費、加工費は異なった掛率の値でも設定可能です。

①

②

③

④

⑤

⑥
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材料費について

加工費について

製品マスタの工程ウィンドウにあるシート材の単価が、製品見積りの材料費に反映されています。
他に材料費に反映されるのは、構成で追加できる鋼材、都度部品、管理部品、オプションです。

※ 子品番の工程に構成で追加されたものがあれば、材料費に入ってきます。

工程ウィンドウで算出された各工程の単価が製品見積の加工費に反映されます。
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初期費用について

初期費用とは、初めて製品を作るときにかかる費用のことです。
例）金型費、プログラム代など

初期費用を追加する際は、製品マスタ画面の赤枠内の「初期費用追加」をクリックします。
ダイアログが出てきますので、項目入力をし、「[F3]確定」をクリックします。

初期費用を登録し、製品マスタを登録後、製品見積をクリックします。
下記画面のように、赤枠内の初期費用に追加されます。
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初期費用について

初期費用とは、初めて製品を作るときにかかる費用のことです。
例）金型費、プログラム代など

初期費用を追加する際は、製品マスタ画面の赤枠内の「初期費用追加」をクリックします。
ダイアログが出てきますので、項目入力をし、「[F3]確定」をクリックします。

初期費用を登録し、製品マスタを登録後、製品見積をクリックします。
下記画面のように、赤枠内の初期費用に追加されます。
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初期費用を入れて、「見積書印刷」ボタンをクリックすることで、見積書に「初期費用」欄が表示され
ます。
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単価変更で一回確定をすると、下図のように数量を変えても単価は変わりません。

2-1. 製品見積での単価変更について

注
意

単価変更したい工程をクリックすることで「工程編集」画面が起動します。
単価を修正し、「[F3]確定」をクリックすることで、単価が確定されます。
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2-2. 製品見積での初期費用設定変更について

初期費用を変更したい行をクリックすることで「初期費用」編集画面が起動します。
単価等を編集し、「[F3]確定」をクリックすることで、初期費用が確定されます。

初期費用の割り振り方として以下の3パターンの方法があります。

・ 初期費用を加工費に含める
・ 初期費用を加工費全体に割り振る
・ 初期費用を加工費に含める

初期費用を加工賃に含める

「初期費用に加工費を含める」にチェックを入れると合計金額に加工費として加算され、見積書には加
工費の欄に印字されます。

加工費に含まれた初期費用は、青色表示になります。
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初期費用を加工賃全体に割り振る

初期費用を全工程数で割り、各工程に加算します。※ プログラム工程は除きます。

初期費用の欄は割り振りしたことが分かるように、文字が灰色で表記されます。

初期費用を指定工程に含める

指定する工程を選択して、「[F3]確定」します。

初期費用を含める工程を指定することで、指定された工程に初期費用の全額が加算されます。
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2-3. 製品見積のリレーショナル

製品見積は、他から連動して、見積りを呼び出すことができます。

① 製品見積にて、取引先、品番を入力すると、製品マスタから製品データを呼び出します。

② 製造番号のバーコードを読むことで、オーダー情報一覧からデータを呼び出します。
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③ 製品見積検索から呼び出します。
製品見積を検索画面から呼び出し、変更して登録する場合、その製品見積は上書きされます。

④ 製品マスタ入力、オーダー入力から呼び出します。
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▼ 製品見積検索画面からデータを呼び出して使用する場合

流用したい行をダブルクリックすることで、製品見積画面が開きます。

分類が“未確定”の場合

内容を変更し、別管理NOで保存をクリックすると検索画面には複写されたものが表示されます。

分類が“確定”の場合

“はい”をクリックすると製品マスタに変更した単価が上書き
されます。

“いいえ”をクリックすると上書きされず、元のデータのまま
残ります。
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製品マスタ、オーダー入力画面から製品見積を呼び出す場合

呼出し

登録した時のデータが呼び出されます。
※ 新規（複写）をした後で製品マスタから製品見積をクリックすると、元のデータが呼び出されます。

新規見積

新規の状態で作成します。新規見積を作成すると、同じ品番の製品見積が複数できます。
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2通りの見積書印刷方法があります。見積書の各明細の表示設定については次貢で説明します。

① “見積り書印刷”のボタンで印刷する方法
② 製品見積検索画面の“選択行の合計見積書”から行う方法

3-1. 印刷機能

製品見積画面の「見積書印刷」ボタンで印刷する方法

上記の印刷方法では１製品の詳細な見積書を印刷することができます。

3 その他の機能
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製品見積検索画面の「選択行の見積書印刷」から印刷する方法

この印刷方法では同じ取引先で複数の品番を選択し、一覧表のように品番ごとの見積書を印刷すること
ができます。

1. 同じ取引先で複数の品番を選択します。

2. 選択行の印刷から“選択行の合計見積書”をクリックします。

3. 「見積印刷」をクリックします。

見積印刷画面の“見積印刷”ボタンをクリックすると、
プレビュー画面が表示され、下図の見積書が印刷され
ます。

一覧表のように異なった品番でまとめた見積書を印刷
可能です。

各々の品番で、数量・単価・金額・見積NOを表示します。
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見積書の各明細表示について

“見積書印刷”をクリックすると下記のダイアログが表示されます。ここで見積書の表示を設定することが
できます。

その印刷機能は４つのパターンと客先毎のテンプレートで構成されます。

● 材料と工程をマージして印刷
「材料と工程をマージして印刷（チェック無）」

・材料と工程をマージして印刷
（同じ工程、材料はまとめられます）

・金額ゼロを表示しない

・チェック有の場合、加工費を工程で表示します
チェック無の場合、加工費を品番で表示します

・印刷時に金額記号（円、￥）を付ける

「材料と工程をマージして印刷（チェック有）」
チェック無しの場合、品番ごとに工程が表示されます。
チェック有の場合は、工程ごとに表示され、材料も同様に同じものがあればまとめられます。
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● 金額ゼロを印刷しない
「金額0を印刷しない（チェック無）」

「金額0を印刷しない（チェック有）」
金額が0の場合、チェックをつけることで見積書には印刷されません。

●加工費を工程で出力
「加工費を品番で表示（チェック無）」

「加工費を品番で表示（チェック有）」
チェックの有無で加工費明細を工程で表示するか品番で表示するかを選択できます。
また品番で表示する場合、単位は品番ごとに計算された値でまとめられます。

●印刷時に金額記号を付ける
「印刷時に金額記号を付ける（チェック無）」

「印刷時に金額記号を付ける（チェック有）」
      チェック有の場合は、為替設定で登録した金額記号が反映されます。
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見積書の備考について

「製品見積」または「製品見積検索」画面から見積書は印刷できますが、Excelのテンプレートを変更する
ことにより、備考欄を大幅にとることができます。

製品見積からの「見積書印刷」

1枚目 2枚目

製品見積検索画面からの“選択行の見積書印刷”

1枚目 2枚目
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工程ごとにマクロ言語を用いることにより、ユーザー単位で見積りが作成できます。

★ マクロ言語

3-2. 工程マクロ

マクロ言語は各工程の工賃の算出方程式を設定し、
ソフトウェア上に反映させることが出来ます。

そのため、ユーザー様独自のロジックで計算する
ことが可能となります。

★ 工程見積マクロ

テキストファイル（マクロ言語）で作成した数式が、ソフトウェア上で確認できます。

工程入力画面で、指定した工程を選択する
と工程の右側に「工程見積」マクロボタン
が表示されます。

項目は、10項目までインプットできます。

段取単価、作業単価をアウトプットします。

製品見積に反映させる個数が表示されます。
10項目のインプットによりマクロ言語による計算方式で段取単価と作業単価を自動確定し、製品見積に
反映させます。
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反映する項目

※1 MACRO_NAME
見積マクロ名の名称です。

※2 F01、F02、F03…
上から順に入力ボックスの名称を入力します。

※3  dim D04、 dim D05、 dim D06…
上から順に値の設定をします。
dim D04 は上から４番目の項目に製品のXサイズを反映させることを定義づけしています。
dim D06 は数字なので、そのまま値が表記されます。
確定した後に、再度工程編集画面を開くと入力した値がdimで指定されたX,Yサイズに自動的に反映
されます。

※4  HELP F01、HELP F02…
各入力ボックスを選択したときに表示される操作ヘルプの文章を登録できます。

※1

※2

※3

※1

※2 ※3
※4
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計算方法

「RUN：」

この行から下に段取単価、作業単価を算出する為の計算式を設定します。

上の赤枠の計算式のように、工程見積で入力した値を使って、簡単な計算方法で工程単価を出すことが出
来ます。



4 製品見積検索
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製品見積を登録したデータは、「製品見積検索」画面で検索を行います。

ダブルクリックで製品見積画面が表示できます。
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